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の学生は…」と愚痴をこぼしてしまった私を、「林さん、あなたはいったいどういう学生を育てたいの！？」と高らか
に笑い飛ばされた先生の声です。
先生は、長い教員経験を経られてなお、学生に潜在する「自己学習力」をとことん信じておられる。「教員は教え
込みすぎるな」が一貫したテーゼで、それはまさに、学生の主体性・自律性をどう引き出すかに直結しており、翻れ
ばそれは、教員としての主体性・自律性をも鋭く自問させられることにもなるのです。
神戸市看護大学のシンボルマークはあざみの花。あざみの花言葉は「自律」です。初代学長であった中西先生が、
本学の建学の理念として据えられた「自律」の意味を、反省とともに再認識させられる機会になりました。
この対談から亡くなられるまでの数年間、季節ごとにお好きだったビールを私がお贈りしては、先生からメッセー
ジ一杯のお葉書をいただくという関係が、短い間でしたが続きました。国際医療福祉大学退官前の冬に大学をお訪
ねしたときは、タクシーでの出勤直後、顔面蒼白で息も絶え絶えのご様子に驚きましたが、語り始めればたちまち声
に張りが出て、近年の社会情勢、政治経済、そして看護教育のあり方について等 と々、刺激的なお話をたっぷり聞
かせていただくことができました。これが、先生との忘れられない思い出となりました。
遺稿『異端の看護教育』
最後に、中西先生が逝去直前に脱稿された、『異端の看護教育』（医学書院）をご紹介したいと思います。
表紙を開けばいきなり挑発的な目次の数々が目に飛び込んでくるこの著書に、通底する第一主題は「生意気なナー
スを育てなさい」。
生意気なナ スーとは、わがままなナ スー。「自分の権利に自覚的で、言葉だけの『厚化粧』を振り払って、患者の
側に身を置きながら、成熟した『怒り』とともに、現実の看護とその実践の姿をリアリスティックに捉えて、課題を見
出し、自ら変えていこうとするナ スーたちのこと」。規制の枠にはまらずに考えるということ自体がリアリズムだと先生
は言われます。
そして、教育は教育者だけの仕事ではない。生意気で、新たに発信し、リー ダーシップを担える層をどう育てていく
かを問われるのは管理者も同じで、そこに必要なのはマネジメントだけでなく、大所高所から組織全体を俯瞰できるアド
ミニストレーションの力。なぜなら、「『敵は誰か』を見失ってはいけない」から――このくだりを読んだとき、私には 20
年以上前の、壇上で輝く中西先生の姿がまざまざと思い出されたのでした。
書名には「異端」とありますが、実はこれは「先端」でしょう。「看護教育」とありますが、本書の内容は、教育す
る側、学ぶ側、すなわち全てのナースに向けられた、先生からの壮大な遺言として受け止めなければと思います。
中西先生、ありがとうございました。私は、本学の初代学長が中西先生であったことを心から誇りに思います。これか
らも天上から、厳しくも温かいまなざしで私たちをお見守り下さい。
